
リニア中央新幹線の関西国際空港までの延伸を求める意見書 

 

リニア中央新幹線は、三大都市圏間の時間距離を１時間に短縮することにより、

我が国の経済の活性化や国際競争力の向上に大きく資するだけでなく、我が国の

新たな国土の大動脈として社会を支え、また、東海道新幹線の代替的機能を果た

すものである。 

さらに、大規模災害等のリスクを分散し、双眼型の国土構造の構築のためにも、

関西を中心に四国や九州など西日本が一体となって発展することが極めて重要

である。 

その中核として、関西国際空港は非常に重要であり、その機能強化や関空への

高速道路アクセスの整備が従来にも増して重要となっている。 

リニア中央新幹線の整備は、「東京・大阪間を直結することで初めてその機能

を十分に発揮し、効果を得ることができる事業」であると指摘され、東京―大阪

間の全線同時開業の実現はもとより、更に関西国際空港まで延伸することで、関

西だけでなく西日本にとって、その経済波及効果は計り知れない。 

 ついては、国おいてはリニア中央新幹線の関西国際空港までの更なる延伸を国

策として取組むよう強く要望する。 

 

 以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 
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